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1 はじめに 































































 市町名 発行年 使用学年 配布状況 総頁数 全体構成※1 備  考 
阪神 








伊丹市 2019 年 3・4 年 無償 115 ―  
宝塚市 2020 年 3・4 年 無償 224 教 ※2 
三田市 2019 年 3・4 年 無償 160 教 ※2 
東播磨 
明石市 2020 年 3・4 年 無償 144 教 ※2 
加古川市 2015 年 3・4 年 無償 92 ―  
播磨町 2020 年 3・4 年 無償 95 ―  
西脇市 2019 年 3・4 年 無償 92 ―  
小野市 2020 年 3～6 年 無償 127 教 ※2 
多可町 2018 年 3・4 年 無償 120 教（＋読） ※2 
西播磨 
相生市 2020 年 3・4 年 無償 97 ―  
たつの市 ― 3・4 年 無償 ― ―  
宍粟市 2020 年 3・4 年 有償 106 教 ※2 
神河町 2018 年 3・4 年 有償 1/2 115 ― 神崎郡同一誌 
福崎町 2018 年 3・4 年 同上 115 ― 神崎郡同一誌 
太子町 2020 年 3・4 年 無償 111 教 ※2 
上郡町 2016 年 3・4 年 無償 120 教（＋資） ※2 
播磨高原 ― 3・4 年 無償 ― ― たつの市分使用 
佐用町 2019 年 3・4 年 無償 63 ―  
但馬 
養父市 2016 年 3・4 年 無償 99 ―  
朝来市 2017 年 3・4 年 無償 90 教（＋ワ） ※2 
香美町 2019 年 3～6 年 無償 103 ―  
新温泉町 *2008 年 3・4 年 無償 87 教（＋資） ※2 
丹波 丹波篠山市 2020 年 3・4 年 無償 140 教 ※2 
淡路 
洲本市 2016 年 3・4 年 無償 138 ―  
南あわじ市 ― 3・4 年 無償 ― ―  
淡路市 2015 年 3・4 年 無償 162 ―  
※ 1 読＝読本型，教＝教科書準拠型，資＝資料集型，ワ＝ワークブック型 
※ 2 分析対象の副読本（市町村合併に伴う社会科副読本の課題，池俊介 2008 年を参考にして筆者作成）  





















兵庫県下の小学校社会科副読本の現状（2020 年 7 月 20 日現在）を調査した結果を次に示す（表
１）。これは 42 市町（29 市 12 町 1 組合）教育委員会の第 3・4 学年社会科副読本作成の編集担当者
を対象に質問紙調査を行い 27 教育委員会より得た回答（64.3％）と入手した副読本から作成したも
のである。副読本の発行状況について，以下に述べる。なお現物を実際に参照できたのは 40 誌のう
ち 13 誌である。なお先述の通り 2003 年のデータを活用するが平成の大合併の影響により市町数が
2020 年とは異なるため，得られた回答数，副読本の現物共全体的に少ない。 
4-1 副読本の発行状況 
小学校社会科副読本は，兵庫県下では，調査に協力を得た 27 市町すべてにおいて用意されている。 
 
表2 社会科副読本の学年別発行状況（調査票及び入手した副読本より作成） 
発行状況 冊数 市町数 市町名 
第 3 学年用 1 
1 西宮市 
第 4 学年用 1 
第 3・4 学年用 22 24 神崎郡(神河町，福崎町)で同一本 1 冊 
播磨高原広域事業組合（たつの市の副読本を使用）
第 3 学年～第 6 学年用 2 2 小野市，香美町 
合 計 26 27 西宮市は各学年用に別冊で作成している 
 
但し，冊数総計は神崎郡（神河町，市川町，福崎町）で同一本 1 冊，播磨高原広域事業組合は，たつ
の市の副読本を使用しているので 25 冊となる。その内訳は，第 3 学年用（単本），第 4 学年用（単本）
− 70−
が 1 市（各 1 冊，4.0％），第 3・4 学年用（合本）が 24 市町（21 冊，84.0％），第 3 学年～第 6 学年
用が 1 市 1 町（2 冊，8.0％）である。つまり第 3・4 学年用は実に 24 市町（22 冊，88.0％）に達し，
第 3 学年～第 6 学年用についても 1 市 1 町（2 冊，8.0％）で作成されている。そのうち第 3 学年用と
第 4 学年用の両方があり，かつ別冊とする市町は西宮市 1 市に限られている。また第 3 学年用～第 6





１ 改訂期間は回答者 27 教委中 26 教委が記入。4 年(6 教委，23.1％)，5 年(6 教委，23.1％)と回
答しており最も多く，次いで 1 年ごと（5 教委，19.2％），2 年（3 教委，11.5％），1 年ごとの
改訂はその多くが市部で見られることや 9 年以上(2 教委，7.7％)のところがあること。 
２ 編集方針については（複数回答）以下のとおりである(表 3)。回答者 26 教委中 18 教委が記入，
記入件数は 27 件であった（2003 年度調査では同じく回答者 49 教委中 41 教委が記入，記入件
数は 79 件であった）。教科書準拠型の課題探究説明形式で内容は郷土理解中心の傾向が強い。 
 
表3 副読本の編集方針                 （％） 
 郷土理解 教科書準拠 主体性 興味関心 資料の充実 
2020 年(N=27) 8(29.6） 9(33.3) 5(18.5) 2(7.4) 3(11.1) 
2003 年(N=79)  34(43.0) 29(36.7) 26(32.9) 26(32.9) 21(26.5) 
 
３ 副読本についての説明会や授業研究会，巡検，反省会等の実施状況は（複数回答）以下の通り
である。回答者 26 教委のうち，7 教委（26.9％）が実施してはいるが全体的には高くない。ど




表4 研修会等の開催状況                              （％） 
 説明会 授業研究会 巡検 その他 無回答 
2020 年(N=14) 2(14.3) 4(28.6) 5(35.7) 1(7.1) 2(14.3) 
2003 年(N=33) 9(27.3) 14(42.4) 7(21.2) 1(3.0) 2(6.1) 
 
４ 副読本以外の教材や資料の準備状況は，全体的に低く（複数回答），あっても教師用の指導の手
引きが 26 教委のうち（3 教委，11.5％），パンフレット（2 教委，7.7％）があるぐらいである。
その他には地域につたわる昔話「…のむかしむかし」や「地域に学ぶ人権教育」などがある。 
５ 副読本に対する評価の実施状況は，前回（2003 年）の調査時 49 教委中 29 教委（59.2％）よ
り低い 26 教委中 7 教委（26.9％）という状況にあること。 










部分的かの二つを指標として分類すれば，次の 6 つのタイプを考えることができる(表 5)。 
 
表5 教材構成の型による副読本の6つのタイプ  13誌（％） 
 ①写真絵図的表現型 ②資料重視型 ③解説型 ④課題探究解説型 ⑤書込作業型 ⑥実験操作型 
全体的 8(61.5％) 6(46.2％) 1(7.7％) 10(76.9％) 0(0.0％) 0(0.0％) 
部分的 












 全体的な傾向として最も多いのは課題探究解説型の 10 誌(76.9％)で，写真絵図的表現型 8 誌
（61.5％），資料重視型 6 誌（46.2％）と続いている。部分的な傾向としては，書き込み作業型が 11










領の第 3 学年および第 4 学年の目標や内容が，従前のような二学年共通ではなく，学年別に示された
ことからも，それに伴う次のような工夫が必要になろう。 
 第 1 は，目標・内容が第 3 学年と第 4 学年の学年別に示されるように変更されたことに伴い，副読
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本も 2 学年共通ではなく，第 3 学年用・第 4 学年用というように学年別に作成される必要が出てくる
ことである。 
 第 2 は，そのことと関連して，従前の 2 学年共通６項目の学習内容から，第 3 学年 4 項目および第
4 学年 5 項目に再編成されたことに伴い，そのような変更に対応した副読本作成の工夫が求められる
ことである。 





































区分 回答数（人） 比率（％） 区分 回答数（人） 比率（％） 
① 写真 60 76.9 ⑦まとめのページ 6 7.7 
② 地図 60 76.9 ⑧イラスト 3 3.8 
③ グラフ 41 52.6 ⑨吹き出し 0 0 
④ 表 36 46.2 ⑩計画のページ 4 5.1 
⑤ 囲み記事 4 5.1 ⑪学習のめあて 6 7.7 





























































































読んで 見て たずねて 書いて 考えて 
 だあいすき！ 西宮  ～さぐろう地域，見つけよう自然～ 
＜もくじ＞ 
 練習１ 西宮市北部ふきんのようす 
練習２ 西宮市中部ふきんのようす（事例紹介） 
 練習３ 西宮市南部（海岸部）のようす 
  ｜ 
 練習７ 西宮の川 
 練習８ 西宮のまちのようす 
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